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今月の内容
o2・3 交通事故防止対策

o4 ５月５日から児童福祉週間

o5 郵便等による不在者投票

 制度が改正されました

　　　　　　　　　　　　　　など
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平
成
15
年
中
の
須
賀
川
警
察

署
管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状

況
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ

を
見
て
み
る
と
、
傷
者
数
は
減
っ

た
も
の
の
、
発
生
件
数
と
死
者
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
死

者
数
で
は
、
前
年
の
７
人
か
ら

２
倍
の
14
人
に
増
加
し
て
お
り
、

交
通
事
故
防
止
運
動
の
困
難
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
全
体
に
つ
い
て
は
、

死
者
数
は
前
年
比
31
人
減
の
１

６
９
人
、
発
生
件
数
・
傷
者
数
と

も
に
前
年
対
比
で
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準

で
推
移
し
て
お
り
、
統
計
的
に
見

て
み
る
と
、
約
52
時
間
に
一
人

の
割
合
で
亡
く
な
っ
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

　

町
の
交
通
事
故
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
死
者
数
が
３
人
、
発
生
件

数
が
91
人
、
傷
者
数
が
１
１
２

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。発
生
件
数
・

傷
者
数
と
も
に
前
年
よ
り
も
減
少

し
ま
し
た
が
、
非
常
に
残
念
な
こ

と
に
町
内
で
発
生
し
た
死
亡
事
故

に
よ
り
３
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

広報かがみいし　平成16年５月号広報かがみいし　平成16年５月号

安全な交通社会を目指し（鏡石一小交通教室）

を
し
て
い
ま
す
。母
の
会
で
は「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
家
庭
内
か
ら
の
交

通
安
全
教
育
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
春
・
夏
・
秋
・
年

末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
の
際
に

は
、
広
報
車
等
に
よ
る
交
通
安
全

啓
発
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学

校
で
ミ
ニ
テ
ン
ト
村
の
実
施
、
早

朝
、
街
頭
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
啓
発
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
各
種
活

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
最

後
は
、
や
は
り
個
々
の
人
々
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た

ち
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

悲
惨
な
交
通
事
故
の
無
い
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　「
ま
だ
い
け
る
　
ま

だ
大
丈
夫
は
　
も
う

危
険
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
４
月
６
日（
火
）か

ら
４
月
15
日（
木
）
ま

で
の
10
日
間
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
中
、
町
内
の
小
学
校

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
故
防
止
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
何
か
と
外
出
す
る

機
会
が
多
く
な
る
季
節

で
す
。
今
月
号
で
は
、

決
し
て
人
ご
と
で
は
な

い
交
通
事
故
の
実
態
と

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

目
立
つ
高
齢
者
の
事
故
と

      

　
　
悪
質
運
転
に
よ
る
事
故

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
県
内
の
事
故

死
者
数
を
年
齢
別
に
分
類
し
た
も

の
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

見
る
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

62
人
で
全
体
の
36
・
７
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
状
態
別
で
は
、
歩

行
中
が
34
人
と
最
も
多
く
、
全
体

の
54
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

続
い
て
自
動
車
や
自
転
車
の
運
転

中
の
事
故
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
は
、
体
力
の
衰
え

か
ら
歩
行
速
度
が
遅
く
な
り
、
身

体
の
反
応
が
遅
れ
が
ち
で
、
危
険

を
避
け
る
た
め
の
と
っ
さ
の
行
動

を
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
、
道
路
を
横
断
す
る

時
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
余
裕
を

持
っ
て
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
外
出
す
る
際
は
、
夜

光
反
射
材
を
活
用
す
る
な
ど
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
認
識
さ
れ
や
す
い
服

装
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
自
転

車
を
運
転
し
て
い
る
高
齢
者
を
見

か
け
た
ら
、
減
速
す
る
な
ど
し
て

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
交
通
死
亡
事
故
の
約
６

割
が
飲
酒
運
転
、最
高
速
度
違
反
、

追
い
越
し
な
ど
の
悪
質
違
反
に
よ

り
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

悪
質
・
危
険
な
運
転
が
重
大
な
事

故
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
町
交
通
対
策
協
議
会
を
は

じ
め
、
町
交
通
安
全
協
会
、
町

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
の
皆
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
積
極
的
に
交
通
安
全
活
動
を
推

進
し
、
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

安
全
協
会
で
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
の
交
通
安
全
施
設
等
の
管
理

19歳以下 

20人 
（11.8％） 

15年度 
死者169人 

20～29歳 

21人 
（12.4％） 

30～39歳 

20人 
（11.8％） 

50～65歳 

34人 
（20.2％） 

65歳以上 

62人 
（36.7％） 

40～49歳 

12人 
（7.1％） 

須
賀
川
警
察
署
管
内
の

    

交
通
事
故
死
者
数
は
昨
年
の
２
倍

交
通
事
故
を
無
く
す
た
め

各
団
体
が
活
躍

　４月の人事異動により、鏡石交番に新しいお巡りさんが赴任しました。 
　大野市郎巡査部長と鈴木三雄巡査です。ここでは、お二人に町の印象
などについて話してもらいました。

鏡石交番からのお知らせ

年齢別交通事故発生状況

　　　　　　　　　

　以前は、原町警察署に勤務していま
した。鏡石町は、交通の便がよくこれ
からますます発展していくと感じてい
ます。今後は、町で事件・事故が無
くなるように頑張りますので町民の皆
さんの温かいご協力をお願いいたしま
す。

　鏡石町の人は、元気に「おはよう」
とあいさつしてくれるので温かい町
だと感じました。最初の赴任地ですの
で、不安と期待が入り混じった気持ち
です。元気に頑張り町民の皆さんのた
め努力していきますのでよろしくお願
いします。

鈴

木

三

雄
　
巡
　
　
査

大

野

市

郎
　
巡
査
部
長

交通事故防止を呼びかける母の会の皆さん

交
通
事
故
防
止
対
策

平成 15 年 平成 14 年

区分
発生
件数

死者数 傷者数
発生
件数

死者数 傷者数

福島県 14,971 169 19,274 15,435 200 19,096

平成 15 年 平成 14 年

区分
発生
件数

死者数 傷者数
発生
件数

死者数 傷者数

鏡石町 91 3 112 93 3 124

須賀川

市
509 7 644 499 4 646

長沼町 28 2 35 30 0 43

岩瀬村 25 1 31 17 0 25

天栄村 29 1 39 31 0 45

累　計 682 14 861 670 7 883

＜福島県＞

福島県内交通事故発生状況

＜須賀川・岩瀬管内＞

須賀川警察署管内交通事故発生状況

須賀川警察署資料より
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広
げ
よ
う  

子
育
て
支
え
る  

地
域
の
輪

　

毎
年
５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

の
１
週
間
は
、
児
童
福
祉
週
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
週
間
は
す

べ
て
の
子
ど
も
を
心
身
共
に
健
や

か
に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
児
童
福
祉
の
理
念
の
周
知

と
児
童
を
取
り
ま
く
諸
問
題
へ
の

社
会
的
関
心
を
高
め
る
た
め
に
昭

和
22
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
は
、
現

代
と
親
の
世
代
、
祖
父
母
の
世

代
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
現
在
は
、
子
ど
も
た
ち

を
巡
っ
て
い
じ
め
や
少
年
犯
罪
の

増
加
、
子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
発
生

し
て
お
り
、
子
ど
も
を
健
や
か
に

育
て
る
こ
と
の
出
来
る
社
会
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
環
境
の
な
か
で
、
子
ど
も
た

ち
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
社
会

全
体
の
役
割
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
と
の

ふ
れ
あ
い
を

　

子
ど
も
の
成
長
に
最
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
環
境
は
家
庭
で
す
。

家
族
と
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
が
育

ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
親

子
と
も
に
仕
事
や
塾
な
ど
多
忙
な

生
活
を
送
っ
て
い
て
、
親
子
で
ふ

れ
あ
う
時
間
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
父
親
の
子
育
て
へ

の
参
加
が
少
な
く
、
母
親
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
子
育
て
に
自
信
が
な
い
」「
自
分

の
時
間
が
な
い
な
ど
子
育
て
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
」と
い
っ
た

育
児
不
安
を
抱
え
る
母
親
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
都
市
化
に
よ

る
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、

子
育
て
の
先
輩
で
あ
る
祖
父
母
と

の
交
流
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
育
児
不
安
に
一
層
拍

車
を
か
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

悩
ま
な
い
で
相
談

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町

で
は
保
健
師
や
民
生
児
童
委
員
な

ど
に
よ
る
子
育
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
育
児
に
つ
い
て
の

悩
み
や
不
安
、
予
防
接
種
、
子
ど

も
の
成
長
な
ど
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
に
は
各
地
区
を
担
当

し
て
い
る
民
生
児
童
委
員
の
ほ
か

に
、
町
内
の
児
童
の
こ
と
を
専
門

に
相
談
に
応
じ
る
主
任
児
童
委
員

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
の
役
割
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
児
童
に
関
す
る
健
全
育
成
や

子
育
て
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
悩

み
ご
と
な
ど
の
相
談
や
役
場
と
の

円
滑
な
連
携
な
ど
が
主
な
仕
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
主
任
児
童
委
員
の
２
人

は
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
巡
回

し
て
、
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
は
、
１
年
を
通
じ
て
、

子
育
て
に
悩
み
が
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
失
礼
な
が
ら
突
然
、
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
各
家
庭
に
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
福
島
県
に
お
い
て
も
電

話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

h
町
健
康
福
祉
課☎

62―

２
１
１
５

h
子
ど
も
と
家
庭
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談

☎
０
２
４―

５
３
６―

４
１
５
２

（
祝
日
を
除
く
毎
日
）

h
須
賀
川
相
談
室☎

75―

７
８
２
３

h
児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

☎
75―

２
１
８
３

　

地
域
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も

家
庭
に
と
っ
て
も
最
も
身
近
な
社

会
で
す
。
子
ど
も
を
見
守
る
こ
と
の

出
来
る
地
域
社
会
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
と
っ
て
家
庭
と
同
じ

く
ら
い
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
学
校
以
外
で
の
遊
び
や
地
域

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
豊

か
な
心
を
育
め
る
場
所
を
作
る
こ
と

は
、「
未
来
の
大
人
」で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
地
域
社
会
に
と
っ

て
も
必
要
な
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
家
庭
で

も
、
地
域
で
も
子
ど
も
を
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
さ
せ
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

未
来
の
大
人
を

地
域
社
会
で
育
て
よ
う

　子育てで悩ま
ないご家庭はあ
りません。一人
で悩まないでいろ
いろなところに相
談することが解
決の近道です。

　お子さんのい
る家庭に突然訪
問しますが、何
かあれば気軽に
どんなことでも
いいのでご相談
ください。

主任児童委員

村越キヌ子さん

主任児童委員

橋 本 和 子さん

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
で
、

そ
の
障
害･

傷
病
の
程
度
が
重
度

で
あ
る
場
合
は
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
今
回
の
法
改
正
で
免
疫

の
障
害･

介
護
保
険
法
の
要
介
護

状
態
区
分
に
よ
る
程
度
が
追
加
さ

れ
、
対
象
者
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
る
人
の
う
ち
、
上

肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
重
度
で

あ
る
人
は
、
本
人
に
代
わ
り
別
の

人
が
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
代
理

記
載
で
の
投
票
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
行
な
う
場
合
は
、
前

も
っ
て「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の

交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
早
め
に
申
請
手
続
き
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

h
申
請
に
必
要
な
書
類
等（
申
請

用
紙
等
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。）

b
通
常
の
申
請
の
場
合

①
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者

手
帳･

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

若
し
く
は
障
害
程
度
を
証
明
す
る

書
面
の
い
ず
れ
か
の
提
示

　

こ
の
場
合
、
氏
名
欄
は
必
ず
自

筆
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

b
代
理
記
載
で
申
請
す
る
場
合

﹇
本
人
﹈

①
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請

書（
代
理
記
載
用
）

②
身
体
障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者

手
帳･

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

若
し
く
は
障
害
程
度
を
証
明
す
る

書
面
の
い
ず
れ
か
の
提
示

③
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き
者
の

届
出
書

﹇
代
理
記
載
人
﹈

①
代
理
記
載
人
と
な
る
こ
と
の
同

意
書
及
び
選
挙
権
を
有
す
る
者
で

あ
る
旨
の
宣
誓
書

　

本
人
の
書
類
は
全
て
代
理
記
載

人
の
記
入
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
代

理
記
載
人
の
書
類
は
必
ず
代
理
記

載
人
本
人
の
記
入
が
必
要
で
す
。

h
申
請･

問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

 

☎
62―

２
１
１
１

　

町
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る「
や
す
ら
ぎ
」と

「
う
る
お
い
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
フ
ロ
ー
ラ（
花
の
女

神
）の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
町
で
は
、
や
す

ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
地
域
社

会
を
形
成
す
る
た
め
次
の
よ
う
な

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

ま
ち
づ
く
り
団
体（
行
政
区
等
も

含
む
）に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

h
対
象
事
業

①
施
設
整
備
事
業（
b
公
園
等
の

花
壇
整
備　

b
集
会
所
等
の
環
境

整
備
な
ど
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
事
業（
b
環

境
美
化
活
動　

b
環
境
保
護
活
動

な
ど
）

h
補
助
金
の
額

経
費
の
９
／
10
以
内
の
額
で
50

万
円
が
限
度
。
ま
た
、
施
設
整
備

事
業
は
、
１
事
業
１
回
限
り
の
補

助
と
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限

り
５
年
以
上
施
設
管
理
に
努
め
る

こ
と
。

h
申
請
受
付
期
間

　

５
月
１
日（
土
）
か
ら
31
日

（
月
）ま
で
。（
※
申
請
が
少
な
い

場
合
は
６
月
以
降
も
随
時
受
付
を

し
ま
す
）

h
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課　

☎
62―

２
１
１
１

みんなで始めるフローラのまちづくり
フローラのまちづくり推進事業補助金

花壇の整備などが対象となります
（写真：花いっぱい運動）

b郵便等による不在者投票の対象者

郵便等による不在者投票のできる人

身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険の被保険者証

両下肢、体幹 １級又は 2 級
特別項症から

第 2 項症まで
―

移動機能 １級又は 2 級 ― ―

心臓、腎臓、呼吸器

膀胱、直腸又は小腸
１級又は 3 級

特別項症から

第 3 項症まで
―

免疫機能 １級から 3 級まで ― ―

要介護状態区分 ― ― 要介護 5

（郵便等による不在者投票のできる人で、かつ下表に該当する人）

身体障害者手帳 戦傷病者手帳

上肢、視覚 １級
特別項症から

第 2 項症まで

手帳の種類

障害等

手帳の種類

障害等

代理記載のできる人

元気に遊ぶ子どもたち（町保育所）

本町 111
� 62 － 5002

前山 56
� 62－ 4871
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マイタウンニュース

　

４
月
１
日（
木
）、
午
前
11
時
か
ら
町

保
育
所
分
園
開
園
式
が
入
所
す
る
親
子
な

ど
約
30
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
木
賊
町
長
が「
町
で
は
、
保

育
所
の
入
所
希
望
者
が
多
く
待
機
児
童
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
子
さ
ま

　

を
持
つ
町
民
の
皆
様
が
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
で
き
る
よ
う
に
保
育
所
の
分
園
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
居
心

地
よ
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
保
育

行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
木
賊
町
長
、
菊
地
栄
助
町
議
会

　

町
と
さ
か
い
区
が
昨
年
10
月
か
ら
６

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
協
働
で

公
園
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
境
公
園
が
完

成
し
、
３
月
28
日（
日
）、
午
前
10
時
か

ら「
お
ひ
ろ
め
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
ひ
ろ
め
会
で
は
、
け
や
き
の
植
樹
、

花
壇
の
整
備
、
竹
馬
づ
く
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
に
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

手
づ
く
り
の
公
園
と
し
て
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
地
域
に
愛
着
す
る
も
の
が

完
成
し
、
さ
か
い
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

利
用
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
、
４
月
４
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
町

公
民
館
グ
ラ
ン
ド
で
団
員
１
５
０
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、真
島
鉄
夫
団
長
か
ら
新
幹
部
・

新
団
員
へ
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
退
職

団
員
で
勤
続
10
年
以
上
の
方
を
代
表
し

て
小
林
孝
明
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
の
な
か
、
規
律
訓
練
や
放
水
訓
練
、

救
急
手
当
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
は
よ
う
歩
こ
う
会
で
は
、
４
月
11

日（
日
）午
前
６
時
か
ら
、
今
年
初
め
て
の

「
歩
こ
う
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

約
80
人
の
会
員
が
参
加
し
、
影
山
富

祥
会
長
が
、「
今
日
か
ら
今
年
の
歩
こ
う

会
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
楽
し
く
歩

き
ま
し
ょ
う
。」と
あ
い
さ
つ
、
参
加
者
全

員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、
町
役

場
を
出
発
し
、
満
開
の
桜
を
眺
め
な
が
ら

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
や
鳥
見
山
公
園
を
通
り
、

岩
瀬
牧
場
ま
で
の
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
を

歩
き
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

町
商
工
会
建
設
業
部
会（
荒
川
秀
雄
部

会
長
）で
は
、
鏡
石
一
小
・
二
小
・
中
学

校
の
生
徒
に
気
持
ち
よ
く
勉
強
し
て
も
ら

お
う
と
、
３
月
27
日（
土
）午
前
８
時
30

分
か
ら
、
学
校
の
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
会
の
17
名
の
会
員
が
参

加
し
、
日
頃
の
仕
事
の
腕
を
活
か
し
て
開

か
な
く
な
っ
た
戸
や
、
破
れ
た
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
修
理
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
き
れ
い
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
」と
感
謝
を
し
て
い
ま
し
た
。

テープカットを行い開園を祝う関係者

真島団長から辞令を受ける団員

満開の桜を楽しみながらウォーキングする会員

修理された引き戸に、鏡石一小の子どもたちも大喜び

ケヤキの植樹を行う参加者

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で

　

４
月
14
日（
水
）午
前
10
時
か
ら
満
百
歳

を
迎
え
た
成
田
在
住
の
横
田
安
代
さ
ん
の

百
歳
高
齢
者
知
事
賀
寿
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
県
・
郡
・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
よ
り
賀
寿
と
記
念
品
な
ど
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
か
ら
は
敬
老
証
書
と

敬
老
祝
金
が
、
木
賊
町
長
か
ら
安
代
さ
ん

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
孫
の
小
林
の
り
子
さ
ん
と
ひ

孫
の
横
田
和
憲
く
ん
が
花
束
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
長
女
の
夫
で
あ
る
横
田
一

雄
さ
ん
か
ら「
お
か
げ
さ
ま
で
母
も
百
歳

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
や

す
ら
か
な
生
活
を
送
っ
て
欲

し
い
。」と
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

安
代
さ
ん
は
、
明
治
37

年
４
月
14
日
生
ま
れ
、
趣

味
は
散
歩
。
ア
ニ
メ
見
る
こ

と
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。
長

生
き
の
秘
訣
は
、
く
よ
く
よ

し
な
い
こ
と
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
寝
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

広報かがみいし　平成16年５月号

議
長
、
菊
地
ひ
ろ
み
父
母
の

会
会
長
代
理
、
伊
藤
美
和
子

保
育
所
長
の
４
人
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
伊
藤
保
育

所
長
に
開
園
の
感
想
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ「
今
日
か

ら
０
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん

の
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
、

か
わ
い
い
お
子
さ
ん
を
安
心

し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
お
子
さ
ん
が
居
心
地
良

く
生
活
で
き
る
よ
う
職
員
み

ん
な
で
力
を
出
し
合
っ
て
保

育
し
て
い
き
ま
す
。」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
分
園
は
、
鏡
石
保

健
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ
て

お
り
、
当
初
は
０
歳
児
12
名
、

１
歳
児
23
人
の
計
35
名
が

入
園
し
て
い
ま
す
。

「これからも長生きしてね」とひ孫の和憲くんから花束を受ける安代さん

元気いっぱいの安代さん



h
行
政
相
談
員

　
名
　
　
前　

関
根
安
次
さ
ん

　

住
　
　
所　

堀
米
６
３
７

　

電
話
番
号　

62｜

４
２
２
５

※
鏡
石
町
で
は
、「
町
民
相
談
日
」

と
あ
わ
せ
て
、
毎
月
第
１
日
曜
日

と
20
日（
日
・
祝
日
の
と
き
は
翌

日
）に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

h
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課　

�
62｜

２
１
１
１

☆ ★

　　岡ノ内

穂 積  徹さん

　
今
回
の
学
校
シ
リ
ー
ズ
は
、

鏡
石
第
一
小
学
校
か
ら
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

………○

町民
　リレー

211

は
26
万
８
千
円
）

※
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
50
歳
以

上
の
方
、
障
害
者
認
定
１
級
か
ら

４
級
ま
で
の
方
、
生
活
保
護
費
保

護
者
、
海
外
引
揚
者
の
い
ず
れ
か

で
②
〜
⑤
の
条
件
を
満
た
す
方
。

h
申
込
み
方
法
・
場
所

　

町
指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
必
要

書
類（
所
得
証
明
等
）を
添
付
し
て

町
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課　

�
62｜

２
１
１
１

春
の
行
政
相
談
週
間

　「生まれも育ちも鏡石町です。鏡石中学校
時代に学んだ「最善を尽くせ」を常に心がけ
毎日、一生懸命生活を送っています。」と話
す穂積さん。
　そんな穂積さんは、休日に自宅近くの公園
で３人の子どもたちと遊んでいる時が一番リ
ラックスできるそうです。
　穂積さんの趣味は、ガーデニングだそうで、
自宅にお伺いしたときは、庭に、パンジーや
しゃくやくが花を咲かせていました。本人に
尋ねると「もっと庭を花でいっぱいにしたい
ですね。」と話してくれました。
　最後にまちづくりについて尋ねると、「町
では、フローラのまちづくりをしていますが、
町の各所で季節ごとにきれいな花々が咲く
風景が見れるといいですね。」と話していまし
た。

◇　◇　◇　◇　◇　◇ 
　次回は、穂積さんの紹介で旭町の村上正義
さんにリレーします。

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ

広報かがみいし　平成16年５月号 広報かがみいし　2004年５月号

　

６
月
の
環
境
月
間
に
向
け
、
ご

み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動「
ご

み
ゼ
ロ
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
自
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
あ
ら
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

h
日
　
時　

５
月
23
日（
日
）

　

午
前
７
時
〜
８
時
30
分

h
場
　
所　

鳥
見
山
公
園

※
小
雨
決
行
、
買
物
袋
等
を
持
参

生
き
が
い
と
創
造
事
業

参
加
者
募
集

　

５
月
17
日（
月
）
か
ら
23
日

（
日
）の
一
週
間
は「
春
の
行
政
相

談
週
間
」で
す
。
町
で
は
、「
春
の

行
政
相
談
週
間
」の
一
環
と
し
て
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
は
、
み
な
さ
ん

が
ふ
だ
ん
役
所（
国
・
県
・
町
）の
仕

事
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
苦
情
や
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
要
望
し

た
い
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
巡
回
県
政
相

談
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
特

に
、
県
に
対
す
る
要
望
が
あ
る
場

合
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

h
日
　
時　

５
月
26
日（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

h
場
　
所　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
な
お
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
い
る
町
担
当
の
行
政
相
談

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
わ
た
し
た
ち
の

学
校
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
年

131
年
目
を
迎
え
た
鏡
石

第
一
小
学
校
を
紹
介
し

ま
す
。
鏡
石
第
一
小
学
校

で
は
、
父
兄
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

も
生
徒
達
の
授
業
風
景
を

見
学
し
て
い
た
だ
く
「
来

て
、
見
て
、
一
小
」
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月

号
で
は
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
の

方
々
が「
だ
れ
で
も
・
い
つ
で
も
・

好
き
な
時
間
に
」学
校
に
来
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の

様
子
を
見
に
来
て
い
た
だ
く
た
め

に
始
め
た「
来
て
、
見
て
、
一
小
」

が
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
年
５
回
の
開
催
で

し
た
が
、
今
年
は
5
月
７
日
と

毎
月
１
回
、「
１
」の
つ
く
日（
６

月
１
日
、
７
月
１
日
、
９
月
１
日
、

10
月
１
日
、
11
月
１
日
、
12
月

１
日
、
２
月
１
日
、
３
月
１
日
）

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
見
学
者
か
ら
は「
授

業
だ
け
で
な
く
給
食
の
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」

「
子
ど
も
の
普
段
の
姿
が
見
ら
れ

て
よ
か
っ
た
。」「
学
校
が
懐
か
し

か
っ
た
。」な
ど
、
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ「
学

校
は
ど
う
も
敷
居
が
高
く
て
ね
。」

な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
ず
、
ぜ
ひ
一

小
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

黄
色
の
バ
ン
ダ
ナ
を
し
て
ゴ
ミ

を
拾
っ
た
り
、
落
ち
葉
を
は
い
た

り
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

今
は
学
校
を
中
心
に
美
化
活
動

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
活
動

範
囲
を
徐
々
に
広
げ
て
い
こ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
子

ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
声
を
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

少
子
化
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
流

行
に
伴
い
、
一
人
で
も
十
分
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
で
、
わ
が

ま
ま
な
行
動
や
人
の
気
持
ち
が
わ

か
ら
な
い
、
人
と
の
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
の
弊
害
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
校
で
は
毎
週
水

曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
１
時
40

分
ま
で
の
40
分
間
、
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
話
を
し
た
り
、
本
を

読
ん
だ
り
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
豊

か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
先
生
方
も
時
間
の
許
す
限
り

子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

みなさん見に来てね

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

頑
張
っ
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
に
空
き
が

で
き
た
た
め
、
７
月
か
ら
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

h
募
集
期
間　

５
月
６
日（
木
）〜

５
月
31
日（
月
）ま
で

h
戸
　
数　
　

境
団
地
１
戸

h
入
居
申
込
資
格
者（
①
か
ら
⑤

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

①
同
居
親
族
が
い
る
方

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方（
持
ち
家
で
な

い
こ
と
、
親
と
同
居
は
持
ち
家
と

な
り
ま
す
。）

③
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
月
々
の
収
入
が
20
万
円
を
超

え
な
い
方
。（
※
障
害
者
の
家
庭

89

　
今
年
も
や
り
ま
す

   

み
ん
な
で
仲
良
く
、

交
遊
タ
イ
ム

ご
み
ゼ
ロ
運
動

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
町
内
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
の
方
が
、
楽
し
ん
で

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
陶

芸
・
手
工
芸
・
木
工
芸
教
室
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、
お
友
達
を
誘
っ
て
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

h
日
　
時

b
陶

芸

教

室　

毎
月
第
２
・
４

火
曜
日
の
午
前
中

b
手
工
芸
教
室　

毎
月
第
２
・
４

水
曜
日
の
午
前
中

b
木
工
芸
教
室　

毎
月
第
２
・
４

木
曜
日
の
午
前
中

h
場
　
所　

町
老
人
セ
ン
タ
ー

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

し
て
く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先 

町
健
康
福
祉

課 
�
62｜

２
１
１
５

「
ご
み
ゼ
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

h
日
　
時　

５
月
30
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
頃

h
場
　
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
鏡
石
ホ
ー
ム

※
小
雨
決
行
、
買
物
袋
・
軍
手
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先

　

鏡
石
環
境
問
題
を
考
え
る
会

　

�
62｜

５
１
１
１（
佐
藤
）

有
料
道
路
障
害
者
割
引
制
度

ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

　

昨
年
12
月
か
ら
障
害
者
の
有

料
道
路
の
割
引
制
度
が
変
更
と
な

り
、
割
引
の
手
続
を
行
っ
た
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の
み

で
割
引
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

従
来
の
通
行
割
引
証
は
、
５
月

末
ま
で
で
す
の
で
利
用
さ
れ
る
方

は
町
健
康
福
祉
課
で
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

h
持
参
す
る
も
の　

車
検
証
、
各

種
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５
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毎週金曜日 19 時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日
５月20日（木）、６月６日（日）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

５月の情報カレンダー
 

日 月 火 水 木 金 土
９
bおはよう歩こう会
　6：00～
　高久田鹿島神社

10 11
b女性検診
　午前の部　9：00～
　午後の部　13：00～
　公民館
bピヨピヨクラブA
　10：00～
　児童館

12
b９～10か月児
　健康診査
　13：15～
　鏡保セ

13
bピヨピヨクラブＢ
　10：00～
　児童館

b成田健康相談
　11：00～
　成田保健センター

14
b女性検診
　13：30～
　公民館

15
b読み聞かせ会
　10：30～
　図書館

16 17
bよちよちクラブ
　10：00～
　鏡保セ

18
bツベルクリン
　反応検査
　13：15～
　鏡保セ

19
b３～４か月児
　健康診査
　13：30～
　公立岩瀬病院

20
bBCG接種
　13：15～　鏡保セ
b心配ごと相談
　13：30～　勤青ホ
b成田健康相談
　11：00～
　成田保健センター

21 22
b鏡石一小運動会

23
bあらまウォーキング
　7：00～
　鳥見山公園
b子ども映画会
　13：30～
　図書館

24 25
bピヨピヨクラブA
　10：00～
　児童館

26
bふれあいスポーツ祭
　多目的広場
　９：00～

27
bピヨピヨクラブＢ
　10：00～
　児童館

b成田健康相談
　11：00～
　成田保健センター

28
b機能訓練教室
　13：00～
　勤青ホ

29
b鏡石二小運動会

30
bごみゼロ
　ボランティア
　8：30～
　鏡石ホーム

31
bよちよちクラブ
　10：00～
　西川公園

６月

１ ２ ３ ４
b機能訓練教室
　13：00～
　老人センター

５

６
b町内一斉清掃　 
　6：00～
　町内一円
b心配ごと相談　 
　13：30～
　勤青ホ

７ ８ ９ 10 11
b機能訓練教室
　13：00～
　老人センター

12

（16. 3. 31 現在）

　　火　災    ４件　（18）

　　救　急　　89 件　（110）

（　）は前年同期の件数

～ その油断　火から炎へ　災いへ ～

（全国統一防火標語）

b自動車税（平成16年度分）

の納入期限は５月31日（月）です。

◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島県商
工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（16. 4. 1 現在）

                12,744人（－17）

                6,234 人（－15）

                6,510 人（－２）

             3,861 世帯（－６）

（　）は前月との比較

火災・救急事故 今 月 の 納 税 人口と世帯数 交 通 事 故 

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん

 笠　石 髙 島 茉
まつ

莉
り

博 幸 晴　美
 〃 高橋雛

す ず な

々七 修  香 織
鏡　田 岩 井 友

ゆ り

里 章  琴 美
 成　田 赤 塚 勇

ゆう

希
き

広　伸 利枝子
豊　郷 藤 澤 航

こう

紀
き

尚 博 三喜子
 旭　町 星　ひなの 誠　二 奈緒美
さかい 古 内 　 想

こころ

勝  亜 希

 地区 花むこさん 花よめさん

笠　石 橋 本 昭 雄 （鴫原）たつ子
鏡石１ 後 藤 　 誠 （橋本）裕　子
鏡石２ 會 田 和 一 　（星）愛　里
鏡　田 郷 　 秀 幸 （吉田）里　美
高久田 大 沼 和 也 （込山）由美子

 地区 氏　名 年齢

笠　石 飛 澤 才 助 83
鏡石３ 三本木キヨ子 81
仁井田 諸 根 英 子 73
鏡　田 滝 田 た つ 子 84
高久田 安 藤 幸 吉 82
 成　田 𠮷 田 　 淏 92
 豊　郷 斉 藤 邦 子 83
 旭　町 　 野 千 二 86
 　〃　 鈴 木 幾 馬 79
 さかい 須 釜 ミ ツ 子 73

お　い　わ　い

よ　ろ　こ　び

か　な　し　み

ク
で
土
砂
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
空
き

缶
等
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
一
時
的
に
集
会
所
等
へ
保
管

し
、
指
定
さ
れ
た
ご
み
の
収
集
日

に
出
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

h
問
い
合
わ
せ
先
　
町
健
康
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご

み
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
以
外
の
も

の
）が
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
て
い
る
の
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
は
、
事

業
者
自
ら
の
責
任
で
処
理
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
処
理
す
る
と
き
は
廃
棄
物
専

門
業
者
に
依
頼
し
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

h
連
絡
先　

町
健
康
福
祉
課　

�
62｜

２
１
１
５

（16. 3. 31現在）

  件　数    21件    （25）

  死　者    １人    （０）

  傷　者    26人    （31）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　73日～

広報かがみいし　2004年５月号広報かがみいし　平成16年５月号

※勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター　　　　　　※行事などの日程や会場は都合により、変更になる場合があります。

慶弔 ３月受付分

　

町
と
町
保
健
委
員
会
で
は
、
環

境
週
間
と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
第
２
回

町
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
・
町
内

の
環
境
美
化
の
た
め
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

h
実
施
日
時

　

６
月
６
日（
日
）小
雨
決
行

b
清
掃
時
間
　　
　

６
時
〜
７
時

b
ご
み
回
収
時
間　

７
時
〜
８
時

h
実
施
内
容

　

町
民
総
参
加
で
、
各
行
政
区
単
位

に
よ
り
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

※
注
　
意　

当
日
は
、
建
設
業
協

同
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ

第
２
回

町
内
一
斉
清
掃

h読み聞かせ会
b日　時　５月 15 日（土）
 　　　　　午前 10 時 30 分から
b内　容　かみしばい
　　　　　「かしこいおきさきさま」
h子ども映画会
b日　時　　５月 23 日（日）
　　　　　　午後１時 30 分から
b上演作品　ディズニ－映画　
　　　　『リロ・アンド・スティッチ』
hスペシャルコ－ナ－
bテ－マは『育児・教育』です。

※開館時間
午前９時から午後７時まで祝日も開
館しています
※休館日
毎週月曜日（祝日の場合翌日）
月末の金曜日

図書館だより

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
を
所
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子どもの日特集

ひらつか　よしきくん

庭師さんになりたい。でも小
学校に行ったら変わるかな

むらこし　さやかちやん

ケーキ屋さんになりたいな

ねもと　みさきちやん

看護婦さんになりたい

そえた　なつみちやん

ケーキ屋さんがいいな

うぬま　としきくん

デカレンジャーのレッドに
なりたい

つむらや　けんごくん

郵便屋さんになるよ

やはぎ　とうやくん

仮面ライダーオーディンに
なりたい

たかみや　たくやくん

デカレンジャーのグリーン
になりたい

いけだ　かいくん

ガソリンスタンドで働いて
みたい

うぬま　なおちやん

病院の先生になりたい

よした　まりあちやん

お母さんになりたい

そえた　しおりちやん

幼稚園の先生とケーキ屋さ
んになりたい

つむらや　なつきちやん

ケーキ屋さんになりたい

みなかわ　りょうへいくん  

お父さんになりたい

こばやし　りゅうとくん

デカレンジャーのブルーに
なりたい

たかみや　としのぶくん

パイロットと車屋さんにな
りたい

そえた　けんしんくん

お医者さんになりたい

せきね　ゆうとくん

ウルトラマンガイアになり
たい

さんぼんまつ　りきくん

ポテトチップス屋さんにな
りたい

そえた　よしきくん

野球選手になりたい

はしもと　れいなちやん

看護婦さんになりたい

さかえ　れみちやん

お花屋さんになりたいな

　新年度が始り約一月が過ぎました。学校、幼稚園に通うみな

さん新しい生活には慣れたかな。お友達もたくさんできたかな。

　５月５日は、子どもの日。そこで、今回は、年少児10名・年

長児12名の合計22名で生活をスタートした元気いっぱいの成田

幼稚園の子ども達に、将来の夢について話してもらいました。

広報かがみいし　平成16年５月号
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